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◆趣旨 

～ 秋田の元気！！ヤートセ秋田祭 ～ 

 

「秋田はつまらない。つまらないと思うなら、自分たちの手で秋田を面白くしていこう」 

その想いからこのヤートセ秋田祭は始まりました。 

この祭では、日々を暮らすまちを舞台に、地元の民謡や唄など様々な音楽をアレンジして仲間と一緒に踊ることで、新しい自

分たちの居場所づくりを目指しています。 

そして祭は回を重ねていく中で、祭への多くの方々に関心を持っていただき、様々なかたちで応援、協力を得て、今年 29 回を

迎えることとなりました。 

29 年という短くない月日の中では、新型コロナウイルスまん延などによる、開催中止という出来事もありつつ、開催時期を変え

たり会場を変えたりしながら、この祭りに携わる方々とその地域にとってなくてならないお祭りを目指して開催しております。 

 

 

◆第 29 回テーマ 

つなぐ秋田さ、福きたる 

 

今年でヤートセ秋田祭は 29 年目となりました。 

もしこの祭りを“人間”に例えるなら―29 年というのは、もう立派な大人ですよね。大学生からは「もうおじさんですよね？」と言

われ、おじさんからは「まだまだ若いなぁ」と笑われる、なんとも中途半端な年ごろです。しかも、実行委員会の中には、この 29

年の祭りより年下のメンバーもいます。彼らから見れば、ヤートセはもう“歴史ある存在”。でも、29 歳って実はまんざら捨てたも

んじゃないんです。若さの勢いもまだ残っているし、経験もそこそこ積んで、ちょっとだけ余裕も出てくる。そして 30 歳という節目を

前に、「今年は自分らしくいこう」と思える、妙に味わい深い年齢です。 

 

そんな“29 歳のヤートセ”が掲げる今年のテーマは 

「つなぐ秋田さ、福きたる」     です。 

 

｢福｣は 29（ふく）回目の「29」にかけたもの。そして、｢つなぐ｣は 2（つ）9（ぐ） の語呂にも重ねています。 

数字にも、歴史にも、想いにも、すべてに“つながり”を込めたテーマです。 

ヤートセは、老若男女、どこから来た人でも、ここに来れば仲間に会える場所であり続けたい。そしてこの祭りは、学生だけでつく

るものではありません。踊り子、観客、地域の方々、支えてくれる企業や団体、そして秋田に住んでいなくても縁のある人たち―

オール秋田、そして、“秋田に縁のあるすべての人”でつくり上げてきた祭りです。 

28 回まで積み上げてきた“福”をしっかりと抱えて、30 回という節目を前に、29 回にしかできない、ちょっと背伸びをした、でもど

こか愛嬌のあるヤートセを届けたい。 

秋田に来てくれた人が、「またここに帰ってきたい」と思えるように。 

そして、29 回目の“福”が、ここから広がっていくように。 

たくさんの福が、この祭りに携わってくれた方々と、その地域に訪れますように。 
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【開催概要】 

◆開催日程 

 令和８年６月２８日（日） 

（※ 今回は６月２７日（土）を中止とします） 

 

◆開催場所・時間（予定） 

 開催場所：大町イベント広場、エリアなかいちにぎわい広場 

 開催時間：２８日（日）１０：００～１９：００ 

 

◆参加対象 

県内外、国内外を問わず老若男女です。 

第２８回は東北および関東各地から４９チーム、およそ９００名以上の参加がありました。 

 

◆主 催  ヤートセ秋田祭実行委員会 

 

◆後 援（予定） 

秋田県 秋田市 秋田商工会議所 （一社）秋田青年会議所  秋田市民憲章推進協議会 

秋田魁新報社 ABS 秋田放送 AKT 秋田テレビ AAB 秋田朝日放送 CNA 秋田ケーブルテレビ 

秋田中央交通㈱ （一社）秋田県中小企業家同友会 国立大学法人秋田大学 

（公財）秋田観光コンベンション協会 秋田市通町商店街振興組合 秋田市大町商店街振興組合 

 

◆会場形態 

ステージ会場のみ 

 

◆フリーダンス 

会場にいるすべての人が曲にあわせて自由に踊ることが出来るフリーダンスの時間を設けています。 

踊り子、観客、通りすがりの方、振りがわからない方でも気軽に参加できます！ 

 

◆審査について（検討中） 

審査員による審査と観客による審査を行います。 

 

◆旗の共演について（検討中） 

 参加チームの有志による大旗の共演を行います。 


